
 
 

 

 
 

令和７年度　学校だより 那覇市立城南小学校 
令和７年６月20日 

第　 16号 
文責 ： 校長 田島正敏

〔 学 校 教 育 目 標〕 
 自律的に学び、認め合い、 
 ともに成長しようとする児童の育成 

　本年度２回目の初任研授業研が 18 日
行われました。前回の算数科に続き、
今回も主要教科である国語科の授業で
す。教材は保護者の皆さんも国語の授
業で何度も読んだと思いますが、今西
祐行さんの「一つの花」でした。戦時
中と 10 年後の生活の様子や登場人物な
どの変化を読み取り、「小さなお母さん」
に成長したゆみ子への家族の思いを叙
述から想像し、話し合う授業でした。

　17 日(火)に中堅教諭等資質向上研修の
授業研究会が行われました。教職経験 10
年になる先生方の最後の法定研修になりま
す。今回本校で黒木先生と伊佐先生がそれ
ぞれ自分の学級で道徳の研究授業を行いま
した。どちらも内容項目「善悪の判断、自
律、自由と責任」でした。６年生の黒木先
生は教材名「移動教室の夜」の授業では、
移動教室の夜に消灯後も夜更かしをしてお
しゃべりをしてしまい、友達の眠りを妨げ
てしまったことから、翌日友達が体調を崩
してしまうというお話で、よりよい自由に
ついて考えさせる授業でした。３年生の伊
佐先生は教材名「あと、一言」の授業で、
一緒に遊んでいた友達に冒険ごっこ（塀の
上を歩く）に誘われたが悩みながらも断っ
た。後に、友達が塀の上から落ちてけがを
したと聞いた。お母さんに話すと「少し足
りなかったね」と言われたことから、どう
すれば良かったのかを考えさせる授業でし
た。どちらも子どもたちは一生懸命考え、
話し合い、発表していました。

　19 日(木)に不審者対応避難訓練を行いました。不審者が侵入したときを想定し、緊急時の手順、
情報伝達体制、役割分担など具体的な動きを確認し合い、子どもたちの避難の仕方を確認しました。

 （今回は警察との連携の部分は割愛しています）
　また、登下校時に見知らぬ人に声をかけられた場合の対応として、自分の身を守る合言葉「いかの
おすし」　 （ついていかない　 のらない　 おおごえを出す　 すぐに逃げる　 しらせる） についても事前
学習として取り組みました。「お家でも『いかのおすし』って知ってる？」と聞いてみて下さい。

授業後の研究会も、さすが中堅教員の皆さん、時間が過ぎて侃々諤々と活発な意見

交換が行われていました。　 　

　今週末は「ハグ＆お手伝い・親子読書デー」の取り組みをお願い
します。今週は慰霊の日を含めて３日間お休みがあります。家族の
一員としてお手伝いをしたり、親子で読書に親しんだりして家族の
絆を深めてみてください。「『慰霊の日』にはこんなことをやってい
ます」や「お手伝いのあとにハグをしました」など、ぜひ担任まで
エピソードなどをお寄せください。取り組みよろしくお願いします。

　来週から、家庭学習強化旬間
が始まります。本日の朝会で、学推
担当の伊藤先生から子どもたちに向
けて取り組みの説明がありました。
学習だけでなく、生活リズムのチェ
ックも行います。ご家庭でも家庭学
習や音読のご協力を引き続きよろし
くお願いします。

「一つだけちょうだい」という言葉を最初に覚えたゆみ子。「どんな子にそだつのだろう」そん

なとき、きまってゆみ子を高い高いするお父さん。気持ちを考えると・・・10年後、お父さんは


